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演 題:「 東南 アジアの金融 ・通貨危機 と華人
資本の動向一非制度的経済 と制度的経
済 との接近一」
1997年7月 の アジア通貨 ・金融危機を きっか
けに,華 人資本 に対す る世評が ポジか らネガへ と
180度 逆転 したように見え る。 この問題には,単
なる華人資本に対す る評価 にとどまらず,ア ジァ
の歴史認識 現状対応及 び21世 紀への行 き先に
ついての視点 の相違が示 されている。
華人資本 の評価をめ ぐる論争 は,こ の20年 間
における中国ない し東 ・東南アジアの経済発展 に
内在する伝統 と現代,制 度 と非制度,組 織 と非組
織 本土化 とグローバル化,文 化パ ターンと経済
原理の間の軋礫 と対話 の焦点の一っで もある。筆
者 は,中 国本土 ・台湾 ・香港ない しそれ以外 の地
域におけるチ ャイニーズを対象射程 に収 めて 「華
人」 というカテゴ リを広 く捉えようと考えている
が,こ れは,特 定 のエスニ ック経済集団と しての
華人で はな く,む しろ上述 の対極 的諸概念 を整
合 ・仲介す る媒介項 として,「華人」という分析 の
枠組を設定 したい。 なお,こ うした対象の経営活
動 の構造的特徴 をチ ャンドラー ・モデルとの比較
の視点か ら,ネ ットワーク的経営 モデル として位
置づける。そ して,時 間軸にめ ぐった変化をみ る
と,華 人経済 は三っの発展段階がみ られる。っま
り,1)19世 紀中期 までの広域市場圏の展開,2)
19世 紀後半～20世 紀70年 代 の国民国家 への収
敏,3)そ れ以降 再 び国民経済の枠を相対化 して
グローバル的展開をはか る。 こうした過程におい
て,1)・3)期 には,歴 史的復帰 ともいえるよ うな
相似点が検出 され る。
以上のような特徴 を持つ華人資本は,今 回の危
機で株式 の時価総額がほぼ半減 するといった大 き
な打撃 を受 けた(香 港 ・台湾 ・東南 ア ジア上位
500社 のデー タ)。この結果,危 機以前の発展原動
力 となって きた人的ネ ットワークを軸 とす る 「非
制度」的な経営方式が,変 容を迫 られている。従
来 の商業領域だけではな く,製 造業,な かんず く
ハイテク産業,及 び中国の伝統的文化資源 に基づ
く独 自の産業を育成 して国際競争力を強化す る動
きが見 られた。なお,こ れに対応 して,国 家政策
による強力なサ ポーター体制 も要求 され,制 度的
経済 との接点が求め られた。 しか し,こ れ は,必
ず しも華人経済が西洋型 の経済 スタイルに切 り替
え ることを意味 してい るわ けで はな く,危 機 を
きっかけに,よ り強靱対応体制をつ くるために,
華人は世界範囲での人的連携 の強化をはか った。
また,こ うした華人 ネッ トワークの強化は,同 時
に華人資本の国際化,或 いは国際資本のボーダレ
ス化 の進展 として捉えることがで きる。
華人経済の行 き先は,安 定 したアジア地域秩序
を保っ ことがで きるか どうか,ま た,世 界経済に
通用するアジア型の新 しい資本主義 スタイルが存
在 しうるかどうか,な どの問題に関わ っている。
なお,こ れ らの問題 は,ア ジアの中の 日本 の位置
づ けに も大 いに投影 してい る。 日本経済 にと っ
て,明 治以来 の国民国家 ・組織化 ・集団化への一
極集中 か ら脱却 し,地 域経 済 の視点 か らネ ッ ト
ワーク的経営 との接点 をはか ることが重要な課題
であろう。(文 責:慶 赤陽)
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